
マグニチュード推定法に関して(心理物理学, 2011) 
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マグニチュード評定法 
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マグニチュード生成法 

「感覚」あるいは「感覚の大きさ」を直接図ることができなければ、フェヒナーの法則を実験的に吟味することは困難

である。この点を克服しようとスティーヴンス(S.S.Stevens,1903-1973)は、たとえば、基準となる 「明るさ」を提示して

これを「10」としたとき、次に提示する種々の「明るさ」がどれくらいかを数値で答えさせるという方法を考案した 

(Stevens,1957)。このような方法をマグニチュード推定法という。この方法を用いた多くの研究により、刺 激強度(S)と

被験者が答えた数値(心理量)の間には、一般に、R = K・Sn   (k は定数)と表される関係が成り立つことが見出された。

これおをべき法則という。「フェヒナーの法則にはさまざまな批判がある。その一つがフェヒナーの法則が感覚 のご

く小さい差異である弁別閾を媒介とし作成した感覚尺度で、大きな感覚の違いの比較に基づいていない点である。

そこで、もっと大きい感覚の強さを比較す る方法を用いて感覚の尺度を作ったのがスティーヴンス(Stervens,S.S)で

ある。彼は感覚の大きさを、それ を感じている人に直接に数値で表現してもらう方法を用いた。たとえば、実験協力

者に、この明るさは「7」であるとか、この痛さは「15」であるとか答えて もらう方法である。きわめて主観的であり、信

頼置けるか疑問に思う人が多く、長らく正式に心理学実験に用いられなかったが、スティーヴンスがこの方法を用い

て組織的な研究をした結果、その安全性が認められ、マグニチュード推定法(magnitude estimation)と名づけられ広

く用いられるようになった。 

 

通常は標準となる刺激(モデュラス;modulus と呼ばれる)を与えて、それを「10」としたときに、他の刺激はいくつかに

相当するかを数値で答えることを求め る。彼が種々の感覚に対してこの方法を適用したところ、多くの感覚で

φ=kIbのようなべき関数が成立した。 

 ここでφは感覚の大きさ、k は定数、Iが刺激の強度、bがべき指数の値であ る。感覚の大きさ(φ)が刺激強度(I)

の b 乗に比例して増大することを意味する。これはス ティーヴンスの法則(Stevens's law)と呼ばれる。」 

「スティーヴンス（Stevens, S. S.1957）が提唱し，彼の新精神物理学においてベキ法則を検討する際によく用いられ

る直接的な感覚尺度構成法の一つ。フェヒナーの法則が感覚量の最小単位として＃弁別閾いきを想定し，これを

累積 してゆくことにより間接的に感覚量が表現できるとした考えを批判して，スティーヴンスは直接観察者に感覚

の大きさを数 量的に推定させることを通して感覚量の表現ができると考えた。彼は観察者に一系列の刺激を示し，

各刺激についてその感覚的大きさを数詞によって直接的に推定させる方法をとり，これをマグニチュード推定法とよ

んだ。推定に際しては，基準となる刺激に対する評価を単位として，観察刺激をそれに対する比率として評価させ

比尺度を構成する。観察者が比率判断でき，かつそれが数詞で表現可能であることを前提としている。具体的には

刺激 I と感覚 R が R＝kIｎなるベキ関数の関係，つまり R が I の n 乗に比例して増大する関係にあると想定

される場合に，または特定の刺激と感覚の関係がベキ法則に従うかどうかを検討する際に用いられる。 

n はベキ指数で感覚モダリティによって異なる値をとることが経験的に知られている。たとえば，暗順応下で視角 

5°の白色光の明るさのベキ指数は 0.33 となる。」 



アウトプット 

「マグニチュード推定法とは、スティーヴンスが提唱した感覚尺度構成法の一つである。特定の刺激を実験参加者

に提示し、その他の刺激を与えたときにどの程 度の数値が当てはまるか問う方法である。例えば、ある特定の明る

さの刺激を与え、「この明るさの程度を 10 とします」と教示を与える。その後に別の明るさ の刺激を与え、その明る

さがどの程度かを聞くといったものである。」 

似たようなもので、ブリーフセラピーにおける スケーリングが当てはまる。スケーリングでは、「一番悪かったときを 10

とすると、今の状態はどのくらいですか？」といった質問を与えるものである。ある 意味ではスケーリングはマグニチ

ュード推定法の応用ともいえると考えられる。) 

 


